
い
よ
い
よ
、
７
月
２
１
日
、
今
度
の
日
曜
日

は
、
第
２
５
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日

で
す
。

す
で
に
期
日
前
投
票
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
：
７
月
５
日
か
ら
２
０
日
ま
で

時
間
：
８
時
３
０
分
か
ら
２
０
時
ま
で

今
回
の
参
院
選
に
は
、
様
々
な
争
点
が
あ
り

ま
す
。

◎
老
後
「
２
０
０
０
万
円
」
問
題

◎
憲
法
９
条
改
憲

◎
消
費
税
１
０
％
増
税

◎
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

◎
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
性
暴
力

◎
低
賃
金
・
残
業
代
ゼ
ロ
・
外
国
人
労
働
者
・

非
正
規
雇
用

等
労
働
問
題

◎
温
暖
化
対
策

◎
沖
縄
辺
野
古
基
地
・
日
米
地
位
協
定

◎
核
兵
器
廃
絶

◎
安
保
法
制
・
秘
密
保
護
法
・
共
謀
罪

◎
教
育

◎
外
交

◎
カ
ジ
ノ

ま
だ
ま
だ
、
沢
山
の
争
点
が
あ
り
ま
す
。

各
政
党
・
候
補
者
の
公
約
や
今
ま
で
の
行
動

等
よ
く
検
討
し
て
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ

う
。
投
票
を
棄
権
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
将

来
を
多
数
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

経
営
者
と
の
交
渉
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

多
く
の
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
は
政
治
と
密
接

に
関
係
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
２
０
２
０
年
度
運
動
方
針
で

次
の
よ
う
に
確
認
し
て
い
ま
す
。

『
安
倍
９
条
改
憲
や
消
費
税
増
税
を
阻
止
し
、

安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
み
、
政
治
の
民

主
的
転
換
を
め
ざ
す
う
え
で
、
７
月
の
参
議

院
選
挙
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
参
議
院

選
挙
で
は
、
自
民
・
公
明
の
政
権
与
党
を
は

じ
め
と
す
る
「
改
憲
勢
力
」
全
体
の
議
席
を

３
分
の
２
未
満
に
追
い
込
む
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。
』

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

2019年

7月1７日

ＮＯ．6313

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
選
挙
に
取
り
組
む

５
つ
の
柱

①
組
合
員
や
職
場
労
働
者
に
選
挙
へ
の
参

加(

投
票)

を
積
極
的
に
呼
び
か
け
る
。

②
組
合
員
の
政
党
支
持
・
政
治
活
動
の
自

由
を
保
障
す
る
。

③
組
合
員
の
政
治
的
関
心
を
高
め
、
組
合

の
要
求
・
政
策
と
の
関
係
で
選
挙
の
課

題
や
争
点
に
つ
い
て
学
習
と
宣
伝
を
行

う
。

④
選
挙
を
と
お
し
て
、
労
働
組
合
の
要
求

を
社
会
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
政
治
の
場

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
取
り
組
む
。

⑤
企
業
に
よ
る
特
定
政
党
・
候
補
へ
の
支

持
押
し
付
け
や
労
働
者
の
選
挙
活
動
へ

の
妨
害
に
反
対
す
る
。

【
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

２
０
２
０
年
度
運
動
方
針
よ
り
】



（２）

組合員各位 ２０１９年６月２６日

ＪＭＩＴＵ川崎支部 執行委員長 長谷川 清

ＪＭＩＴＵ川崎支部
第６５回定期大会（全員大会）

大 会 招 集 状

日頃川崎支部の組合活動に対する御支援、ご協力ありがとうございます。

「１００年安心の年金」と甘い言葉で国民をだまし、老後資金が年金だけでは２,０００万円以

上足りない事が公になると、自分たちに都合が悪いことを隠蔽し国民の生活を無視する安倍首

相は退陣してもらうしかありません。JMITU は安倍内閣を打倒するために全力で戦います。

一方ご存知のように、川崎支部は未組織宣伝、労働相談、既存分会での春闘・夏冬一時金闘争

など労働者の生活と権利を守る闘いを進め成果もあげてきました。しかし組織拡大や、組合員

の高齢化などの問題を乗り越えていかなければなりません。今までの活動を総括し、今後どの

ように支部は活動を進めるべきか、組合員の皆さんと話し合って決めていきたいと思います。

忙しいところでしょうが、是非大会に参加をいただきたいと思います。

なお、大会に出席できない場合は同封の委任状に必要事項を記入し支部宛に発送願います。

日時：２０１９年７月２８日(日）

１０時開会（９時４５分受付開始） １６時３０分終了予定

場所：川崎市総合自治会館(２Ｆ 第三会議室、武蔵小杉駅下車、下図参照)

基礎から学ぶ 実践！ワークルール講座 第2回

講師：松本育子弁護士

「もしセクハラ・マタハラ。パワハラを受けたら」～ 実際の対処事例と予防法 ～

日時：7月30日(火) 19：００～２０：３０

場所：てくのかわさき１Ｆ 第１研修室

参加費：３００円

主催：ＮＰＯ法人ワーカズネットかわさき

後援：川崎市／川崎市教育委員会

連絡：弁護士 林裕介 hayashi@kawakitalo.org 044-931-5721
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な
ん
ぶ
せ
ん

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
が
７
月
２
１

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
は
投
票
へ
行

き
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
行
き
ま
せ
ん
か
▼

今
の
政
治
で
与
党
、
と
く
に
安
倍
内
閣
の

や
り
方
が
今
ま
で
の
内
閣
と
違
い
、
数
え

き
れ
な
い
く
ら
い
ひ
ど
い
内
容
で
す
。
安

倍
首
相
は
九
条
改
憲
と
、
消
費
税
８
％
か

ら
１
０
％
に
決
ま
っ
た
事
だ
か
ら
１
０
月

予
定
通
り
実
施
す
る
と
。
景
気
が
悪
い
中

で
の
実
施
。
▼
投
票
を
棄
権
す
る
人
に
言

い
た
い
。
棄
権
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分

に
不
利
に
な
っ
た
と
し
て
も
文
句
は
言
え

な
い
。
後
で
「
な
ん
で
年
金
が
低
い
ん
だ
」

「
何
と
か
し
て
く
れ
」
と
文
句
を
言
っ
て

も
意
見
は
通
ら
な
い
▼
政
策
ビ
ラ
を
街
角

で
配
布
。
「
い
ら
な
い
」
と
い
う
が
ま
ず

は
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
。
ど
ん
な
事
が
書

い
て
い
る
か
だ
け
で
も
読
ん
で
少
し
考
え

て
欲
し
い
。
▼
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
発
言

「
日
本
が
攻
撃
さ
れ
た
ら
ア
メ
リ
カ
は
血

を
流
す
が
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
さ
れ
て
も
日

本
は
何
も
し
な
い
不
公
平
で
は
な
い
か
。
」

そ
ん
な
理
由
が
あ
る
の
で
、
安
倍
首
相
は

九
条
改
憲
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
に
私

に
は
思
え
る
。

さ
す
ら
い
の
絵
か
き

日
本
国
憲
法
前
文

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会

に
お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、
わ

れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国

民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
と
、
わ
が
国
全

土
に
わ
た
つ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を

確
保
し
、
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦

争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す

る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民

に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を

確
定
す
る
。
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の

厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ

の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は

国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の

福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
。
こ
れ

は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法

は
、
か
か
る
原
理
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切
の
憲
法
、

法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す
る
。

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、

人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理

想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
つ
て
、
平
和

を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼

し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し

よ
う
と
決
意
し
た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を

維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を

地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て

ゐ
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地

位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全

世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏

か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る

権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の

こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て

は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
政
治
道
徳
の

法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の

法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維

持
し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す

る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全

力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を

達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
。

憲
法
を
考
え
よ
う
シ
リ
ー
ズ
化
決
定
か
？

は
て
さ
て
、
と
り
あ
え
ず
、
憲
法
前
文
お

読
み
く
だ
さ
い
。
（
強
調
文
字
及
び
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
は
担
当
者
に
よ
る
）
読
む
ほ

ど
に
深
い
な
ー
と
感
じ
ま
す
。

改
憲
勢
力
の
改
憲
案
に
対
す
る
対
案
は
、

や
は
り
、
現
「
日

本
国
憲
法
」
だ
と

つ
く
づ
く
と
感
じ

ま
す
。

（
細
谷
静
雄

記
）

この記事は担当者の手抜きだろう
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６
月
２
２
日(

日) 

１

３
時
か
ら
川
崎
支
部
事

務
所
に
お
い
て
、
第
６

４
期
の
年
間
総
括
会
議

が
開
か
れ
ま
し
た
。
出

席
者
は
長
谷
川
、
浅
岡
、

光
田
、
小
林
、
今
野
、

煤
田
、
春
川
、
細
谷
（
静
）

の
計
８
名
で
し
た
。 

 

要
求
闘
争
で
は 

秋
闘
、
年
末
一
時
金
、

春
闘
、
夏
一
時
金
闘
争

が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た

が
、
特
筆
す
べ
き
は
秋

闘
で
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
分
会
が
子
育
て

支
援
の
要
求
で
、
幼
稚

園
か
ら
高
校
ま
で
入
園
・
入
学
式
・

卒
園
・
卒
業
式
に
出
席
す
る
場
合
は
、

新
た
に
有
給
休
暇
と
し
て
認
め
さ

せ
ま
し
た
。
働
き
や
す
い
職
場
に
す

る
た
め
に
は
大
き
な
成
果
で
す
。 

分
会
は
一
昨
年
秋
闘
で
は
「
契
約

満
了
で
の
退
職
の
場
合
の
一
時
金

支
給
を
正
社
員
と
同
等
と
す
る
こ

と
」
、
昨
年
も
「
再
雇
用
社
員
に
扶

養
手
当
を
正
社
員
と
同
等
に
支
給

す
る
こ
と
」
を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

組
織
拡
大
強
化
で
は 

既
存
分
会
で
の
組
織
拡
大
は
な
く
、

退
職
、
死
亡
に
よ
る
組
合
員
の
減
少

が
有
り
ま
し
た
。
既
存
分
会
で
は
そ

れ
ぞ
れ
要
求
闘
争
で
は
ガ
ン
バ
っ

て
い
ま
す
が
い
づ
れ
も
組
織
拡
大

に
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

未
組
織
の
組
織
化
で
は 

登
戸
駅
頭
で
の
ビ
ラ
ま
き
、
ワ
ー

カ
ズ
ネ
ッ
ト
で
の
街
頭
労
働
相
談

へ
の
複
数
で
の
参
加
等
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
支
部
組
合

員
の
知
り
合
い
か
ら
の
相
談
１
件
、

支
部
事
務
所
に
来
て
の
相
談
が
３

件
の
計
４
件
の
労
働
相
談
が
あ
り

ま
し
た
、
何
回
か
相
談
に
乗
り
ま
し

た
が
組
織
化
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

労
働
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
が
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
易
く

し
ま
し
た
。
非
正
規
労
働
者
の
増
加
、

実
質
賃
金
の
低
下
な
ど
労
働
環
境

は
増
々
厳
し
く
な
っ
て
い
て
、
労
働

相
談
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
組

合
員
の
高
齢
化
も
あ
り
労
働
相
談

に
対
応
す
る
幹
部
が
不
足
し
て
い

て
早
急
に
幹
部
の
確
保
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

川
崎
支
部
の
組
合
活
動
へ
の 

理
解
と
賛
同
す
る
会
員
制
度 

昨
年
の
大
会
よ
り
新
設
さ
れ
た
サ

ポ
ー
タ
ー
に
は
６
名
が
登
録
し
、
今

後
川
崎
支
部
の
活
動
と
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
問
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

川
崎
支
部
結
成 

５
０
周
年
の
記
念
行
事 

昨
年
１
０
月
６
日
に
開
か
れ
支
部

内
外
か
ら
３
９
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
１
年
以
上
前
か
ら
実
行
委
員
会

を
設
置
し
、
冊
子
も
発
行
し
成
功
の

う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

会
議
終
了
後
は
懇
親
会
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
言
い
た
い
こ
と
を
言
い

合
っ
て
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

私
の
感
じ
る
と
こ
ろ
、
川
崎
支
部

は
難
問
が
山
積
み
で
す
が
ま
だ
ま

だ
川
崎
支
部
の
底
力
は
あ
り
ま
す
、

み
ん
な
の
力
を
結
集
し
て
難
問
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

支
部
書
記
長 

光
田
道
雄 
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 礼文島からいま山梨県。２6日に東京に入ります  
長崎で会いましょう ２０１９平和行進通し行進者・ 

矢部常次 

10 年前（東京夢の島から広島）

をトムソンの松本さんと国民平

和大行進を歩き通し、今年 61 回

目の２０１９年国民平和大行進

（北海道礼文島スタート東京上

野集結）にチャレンジ中です。  

暑いくらいの北海道そして青

森、秋田、山形、私のふるさと新

潟、長野、山梨と行進してきまし

た。  

ＪＭＩＴＵ第８回中央定期大

会が開かれている7月13日は、行進スタートから69日目で山梨県内を行進しています。

（写真は10日、山梨県入りの日）  

北海道では、ＪＭＩＴＵ通信産業本部の組合員の方と歩き夕方の懇親会で一緒に飲み

ました。長野県では長野地本委員長斎京さんや服部さんが遠くからかけつけて頂き長野

実行委員会の皆さんと懇親会。（各県でも懇親会、私はカンパイから熱燗と話し少し呑

みすぎた時もありました。）  

長野・善光寺の参道を、ともに核兵器廃絶を願う原水協と原水禁、さらに市民が昨年

に続き一緒に行進できました。話には聞いていましたが本当に感動して多くの皆さんと

握手しました。これまで平和を呼びかけて歩き、多くの感動と激励カンパを頂き体調も

良く、みなさんから不思議に思われるくらい毎日元気です。  

1日早まり26日に東京上野に集結しますが、参議院選挙には私の住む川崎の選挙管理

委員会に連絡して申請し、12日山梨県甲府市役所で不在者投票をすませました。申請の

手続きは毎日移動するので説明が大変でしたが、選管に写真や資料を送ると、「たいへ

んですね。平和行進がんばってください」と激励されました。みなさんも、ぜひ選挙に

行ってください。  

私は、広島でＪＭＩＴＵのリレー旗行進に参加し、長崎の大会にも行きます。  

労働組合の議長、委員長 24 氏のアピールに応え、多くの職場地域から「原水爆禁止２

０１９年世界大会」で多くの仲間と会えることを楽しみにして、集結まで歩き通すこと

を大会参加のみなさんに誓います。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

支部ホームページをリニューアルしました 

アドレス：http://jmitu-kawasaki.com/ 

インターネットで一度覗いてみてください。手直しが必要なところが、まだ数多

くありますので、ご意見お聞かせください。８月より月１回で更新してゆきます。 




